
戦
国
時
代
、
一
国
以
上
を
支
配
し
て
い
た
戦
国
大
名
は
、

自
国
の
領
地
以
外
に
、
京
都
や
伏
見
に
も
屋
敷
を
構
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
文
禄
・
慶
長
の
役
の
時
に
は
、
北
九

州
の
肥
前
国
に
は
、
肥
前
名
護
屋
城
を
は
じ
め
、
陣
と
呼

ぶ
城
が
造
ら
れ
、
蒲
生
氏
郷
の
陣
、
上
杉
景
勝
、
伊
達
政

宗
、
徳
川
家
康
、
石
田
三
成
な
ど
の
戦
国
大
名
の
陣
が
造

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
名
以
外
で
例
外
と
し
て
、
上
杉
景

勝
家
臣
直
江
兼
続
の
陣
も
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

氏
郷
の
屋
敷
は
、
『
探
幽
縮
図
』
の
「
聚
楽
第
行
幸
図

屏
風
」
に
「
蒲
生
飛
騨
殿
屋
形
」
と
あ
り
、
黒
門
通
に
あ

り
、
近
く
に
は
、
千
利
休
が
あ
れ
ま
し
た
。
『
氏
郷
記
』

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
四
月
に
は
、
柳
馬
場
二
条
へ
新

た
に
屋
敷
を
移
し
て
い
ま
す
。

氏
郷
が
十
一
月
二
十
五
日
、
秀
吉
を
始
め
八
百
人
を
呼

ん
だ
大
宴
会
は
、
新
屋
敷
で
の
こ
と
で
、
翌
四
年
（
一
五

九
五
）
二
月
七
日
伏
見
の
屋
敷
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

葦
名
時
代
の
屋
敷
は
、
永
享
四
年
（
一
四
三
四
）
の
九

代
葦
名
盛
政
の
譲
状
に
「
京
の
四
条
坊
門
油
小
路
と
相
模

国
三
浦
郡
葦
名
郷
、
山
口
郷
、
鎌
倉
の
屋
敷
」
と
あ
り
、

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
に
発
生
し
た
応
仁
の
乱
ま
で
は

屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
近
く
に
は
、
河
東
町
八
葉
寺

ゆ
か
り
の
空
也
堂
が
あ
り
ま
す
。
七
代
直
盛
の
墓
は
、
か

つ
て
京
都
の
屋
敷
西
側
の
日
蓮
宗
妙
満
寺
に
あ
っ
て
、
寺

が
移
転
し
今
で
は
都
御
所
の
北
西
へ
移
れ
ま
し
た
。

幕
末
、
明
治
維
新
で
は
、
会
津
藩
の
本
陣
は
、
黒
谷
の

金
戒
光
明
寺
に
あ
り
、
会
津
藩
の
墓
地
も
あ
り
ま
す
。
京

都
守
護
職
は
現
在
の
京
都
府
庁
に
あ
り
、
門
は
平
安
神
宮

西
に
残
っ
て
い
ま
す
。
若
松
の
東
山
か
ら
移
っ
た
天
寧
寺

が
御
所
の
北
東
、
寺
町
に
あ
り
ま
す
。
新
島
八
重
の
家
は
、

御
所
の
南
東
、
兄
覚
馬
の
家
跡
は
京
都
市
役
所
の
南
に
あ

り
ま
し
た
。

肥前名護屋城跡

葦名直盛屋敷跡
空也堂

葦名直盛墓跡
妙満寺跡

山本覚馬の家跡

前期蒲生氏郷屋敷跡

天寧寺

蛤門

新島八重邸

京都守護職門

会津藩本陣・墓地
京都守護職跡

前期蒲生氏郷屋敷跡・飛騨殿町
大徳寺・蒲生氏郷墓
墓は非公開です。

東山から移った京都 天寧寺新島八重の家・和式もあり

室町幕府跡

京
都
・
会
津
ゆ
か
り

葦
名
・
氏
郷
・
幕
末
屋
敷
跡

千利休屋敷跡

後期蒲生氏郷屋敷跡

本能寺跡

南山 長沼氏屋敷跡

後期蒲生氏郷屋敷跡
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直江兼続屋敷跡

上杉景勝屋敷跡

女紅場跡

山本覚馬の塾跡

同支社大学

京都御所

二条城

本能寺

初期室町幕府跡

足利尊氏屋敷跡
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